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検  索オムロン 基板検査装置
装置の動画がご覧いただけます！

『品質起点』の生産性向上ソリューション
Q-upAuto I / C ・ Q-upOpti ・ Q-upNavi

オムロンは、
『不良をつくらないものづくり』
を支援します。

「工程検査装置の運用最適化」
リフロー後検査機の品質基準から、SPI（印刷後検査機）とリフロー前検査機の検査閾値を
最適化します。

Q-upOpti

各工程検査機からの品質データ（不良画像、検査結果など）や、生産性情報（不良/虚報率）を分析

Q-upNavi

他社設備との連携

過剰閾値設定
検知

検査閾値
フィードバック

全ロジック
検査結果分析

Q-upNavi

Q-upOpti

生産状況表示工程照合 カラーマップ

あらかじめ設定した条件で
分析結果を表示

熟練者に頼らず
誰でも分析ができる

全ての部品について
各工程の検査結果をひもづけて表示

不良発生工程が
一目でわかる

品質の変動を「部品」と「時間」の
マトリックスで表示

突発不良と傾向不良の
切り分けが簡単

検査不良率及び
実不良率の推移を表示

改善対象の
目付けが簡単

検査結果分析

マウンタメーカー
●  株式会社FUJI　Nexim　●  パナソニック株式会社　 iLNB

印刷検査機メーカー
●  CKD株式会社　VPシリーズ

Q-upNavi

Q-upAuto C
Man

Method Material

Machine
Q-upOpti

生産性向上ソリューション
作業者の業務効率

最大化

人によるばらつきの
最小化

設備稼働率の
最大化

部品や材料廃棄の
最小化

Q-upAuto I

“品質に影響を及ぼす“生産の４Mデータをリアルタイムに捉え、
検査装置の品質情報を起点とした効率的な改善活動を支援。

検査閾値の最適化

品質を維持しながら生産性を向上
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Q-upAuto feat.Inspection（略称：Q-upAuto I） Q-upAuto feat.Component（略称：Q-upAuto C）

ご利用中のV-DBで、お客様ご自身でトライアルを開始できます。ご希望の方はお問い合わせください。

無償トライアルできます

スキルレスに全 検 査 機 の稼 働 状 態 を見える化 。
リアルタイム に 検 査 異 常 に 気 付くことが でき、検 査 生
産 ロスを最 小 化

ダッシュボード
検 査 異 常を自 動 分 析してプッシュ通 知 。限られたティー
チング時 間でもチューニングすべき品 番 がすぐわ かり、
業務効率がアップ

検査機の「不良」判定情報を起点に、マウンタ因子（ノズ
ルやヘッド、フィーダーの状 態）とひもづけし、自 動 的に
因果関係を分析。マウンタへの根本対策が可能

マウンタ工程に起因する品質低下や異常を検知したら品
質通知を受信。問題となっているマウンタ因子（ノズルやヘ
ッダ、フィーダー）の詳細状態を把握でき、対策が効率化

マウンタ工程に起因する異常を通知したら、作業指示通
知 を受 信 。問 題となっているノズルやフィーダー へ の迅
速・適切な処置が可能

日報、週報、月報を自動作成 。マウンタ因子（ノズルやヘ
ッド、フィーダー）ごとに品 質 結 果やエラー記 録、機 種 別
の検査直行率や不良率が確認可能

日報/週報/月報や、改善効果の確認として直行率/虚報
率/異常通知件数などの変化を自動レポート。間接作業
工数を大幅削減

時 系 列に、ライン単 位や検 査プログラム単 位で、直 行 率
や虚報率の改善効果を確認。改善業務効率アップ

検査状況通知

Q-upAuto対応バージョン：S��シリーズ　V�.��.��A以上。S���/���シリーズ　V�.��.��C以上, V�.��.��A以上

Q-upAuto I  /  Cは、サブスクリプションでのご提供になります。最短1カ月単位でのお申し込みが　可能です。また、ご利用期間中の数量（監視対象ライン数）の変更も可能です。必要な期間やラインに対し、フレキシブルにご利用頂けます。サブスクリプションのご紹介

正式利用時のシステム

Panasonic様、FUJI様より、オムロンQ-upAuto接続用ライセンスのご購入が必要です。詳細はPanasonic様、FUJI様にお問い合わせください。
Q-upAuto対応バージョン：S��シリーズ　V�.��.��A以上。S���/���シリーズ　V�.��.��C以上, V�.��.��A以上

システム構成（概要）

Q-upAuto I：リアルタイム自動分析で検査機運用の生産性を改善

自動レポーティング パフォーマンス比較

V-DB（検査機サーバ）

Q-upAuto用サーバ

閲覧用PC（クライアント）

Q-upAutoに必要

任意のPCでOK（台数無制限）

Panasonic製マウンタの場合 iLNBが必要

FUJI製マウンタの場合 Neximが必要

Q-upAuto用サーバ

分析支援（検査データとマウンタデータの連携分析） 品質通知

Q-upAuto C：検査結果データとマウンタデータをリアルタイムに連携させ、良品モノづくりを支援

作業指示支援 自動レポーティング

Q-upAuto CQ-upAuto I
・不良を発生させない良品モノづくりを実現したい。
・リフロー後検査の品質基準を起点に、マウンタ工程の課題対策に取り組みたい。
・マウンタ工程の生産性維持や定型レポート業務の自動化に取り組みたい。こんなお困り事、

ありませんか？

・検査機稼働状況が把握しきれず、対策が後手になり、検査ロスや後戻りが発生している。
・担当者が限られており、検査機デバックの時間が確保できない。
・生産レポートなどの定型業務に時間を要している。こんなお困り事、

ありませんか？
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